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教育実践高度化専攻 学校マネジメントコース 

 鈴 木  康 弘   

 

 

 本研究は、教員のメンタルヘルス対策への一助として、教員の失敗観とはい

かなるものかを分析し、その上で、教員は失敗とどのように向き合うべきかに

ついて明らかにすることを目的とした。 

 A県 T市の小中学校の教員を対象とした定量調査を分析した結果、「教員の失

敗観」は 5 因子で構成され,、「プラス失敗観尺度」と「マイナス失敗観尺度」

の 2 つに分けられることが確認された。また、教員ならばみな同じ失敗観を持

つわけではないことが示され、「マイナス失敗観群」は「不安感」が強く、「プ

ラス失敗観群」は「失敗開放」をしやすい傾向にあることがわかった。さらに、

経験や時間を経る中で失敗観は変わり、さまざまな職場環境や立場での失敗克

服経験の積み重ねが、プラス失敗観を育むことに影響を与えていると推察され

た。以上を踏まえ、「みな同じ失敗観を持つわけではないこと」や、「教員の失

敗観は変わること」、「環境」、「失敗文化」に注目し、教員の失敗との向き合い

方について 4つの提言を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


